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上菅田笹の丘コミュニティハウス 

１ 日時及び場所 

令和８年７月１１日（土） 10：00～11：30 コミュニティハウス会議室１ 

２ 出席者 

・登録団体  ：４名 

・一般利用者 ：１名 

・事務局  ：１名（館長）  合計６名 

３ 報告及び審議事項 

・館長の説明により議事を進行 

・資料の説明後に、ご参加いただいた皆様より一言ずつご挨拶いただきました 

①令和７年度業務報告 

（１）コミュニティハウスの来館者数 

月平均の来館者数は 1,18７人で昨年度 83９人より増加しました 

午後になると小学生のご来館が多く、5８%となっています 

目標の、ご利用者数月間 1,00０名、月間会議室稼働率５０％は達成しました 

（２）イベント開催実績 

資料の表１の通り、１年間を通して何らかのイベント開催しました 

（３）R７年度開催自主事業 

概ね月２回のペースで開催しました 

小さいお子様向けから高齢者向けまで、バランスしながら開催しました 

講師代や材料費が発生するものは、一部ご負担いただく形で有料としました 

（４）会議室の利用状況 

令和６年度の会議室稼働率は 39%でしたが、令和７年度は６0%まで上がりました 

会議室予約の無い時間帯はピンポンとして利用することで稼働率を改善しました 

時間帯別の稼働率は夜間が低く、曜日別稼働率は週の後半が低い状況でした 

質疑：特になし 

 

②令和８年度 事業予定 

（１）令和８年度の指定管理事業 

資料の表４に記載の２４事業を予定しています 

（２）予定している館内の催し 

２月には毎年恒例の文化祭を予定していますので、ご参加ください 

毎週金曜日の午前中に「交流コーナー」を設け、脳トレや写経などをお楽しみ頂いています 

「みんなのギャラリー」を階段上り口横に展示していますのでお楽しみください 

質疑：特になし 



③図書コーナー運営 

今年の本屋大賞は候補作１０作品すべてを揃え好評でした 

リクエストいただいた中から人気の高そうな本も配架を行っています 

質疑：特になし 

④地域コーディネート活動 

資料にある内容の活動を行い、地域に役立つコミュニティとして機能させています 

質疑：特になし 

⑤業務活動 

今年度は「イベント活動」や「参加型季節作品」の活動に取り組んでいます 

質疑：特になし 

⑥皆様から頂いたご意見 

今回の利用者会議の開催通知によるご意見やご質問は、ございませんでした 

「意見箱」に頂いた「皆様の声」の中から、ご利用者様の声とその対応について紹介しました 

質疑：特になし 

⑦令和８年度の運営委員 

当コミハは運営委員会によって運営を行っています 

地元を代表する方１２名の方に委員をお願いしており、年２回の委員会を開催しています 

質疑：特になし 

⑧その他 

コミハからの連絡事項や、最近の情報をお知らせしました 

質疑：特になし 

4 最後に 

ご参加いただいた皆様より、一言ずつご挨拶を頂きました。 

以下は自由討議の内容です。 （Q:質問、C:コメント、A:回答・返答） 

 

Q：前回の会議で会議室に鏡を用意いただく話が出ましたが、どうなりましたか？ 

A:移動式のパーテーション２枚に、鏡を張り付けてご用意していますのでご利用ください 

 

C:健康チェックコーナーに握力計がある、家にはないので、たまに測っている 

A:握力は生活に欠かせない力の一つなので、是非ご活用ください 

C:同コーナーに脳トレプリントもあり楽しめている 

A:ご利用になる場合はコピー（有料）して頂く様になりますが、是非お楽しみください 

 

C:金曜日の午前中に交流コーナーができ、地域の方とお話する機会ができました 

A:無料で自由参加です、たくさん集まる様になれば団体登録し会議室をご利用いただきます 

 

Ｑ：募集中の団体の一覧表はないのか？ 

Ａ：準備して、団体紹介コーナーに貼り出すようにします（7/14 に貼り出しました） 

 



Ｃ：今年２月の文化祭は雪の降る中、結構盛況だった 

Ａ：選挙投票日と重なったので、それで立ち寄っていただけた方もいらっしゃると思います 

Ｃ：文化祭に期間は２日間で良いと思う 

Ａ：次回も２日間の開催で検討します 

 

Ｃ：図書のスタンプカードは楽しかった 

Ａ：１年を通して色々なイベントを行っていますので、引き続きお楽しみください 

 

Ｃ：駐車場が無いのが不便 

Ａ：荷物持ち込みや遠方からの講師、怪我や障害など、理由があれば１台までお受けしています 

 

Ｃ：階段が新しくて使いやすく、リハビリとして利用している 

Ａ：階段と共に、体調に合わせてエレベーターもご利用ください 

 

以上 

 

上菅田笹の丘コミュニティハウス 

記：中江 


